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【目的】すでにわれわれは第 146 回本学術集会において、二価の金属イオンを
取り除いた高純度軟化水が皮膚バリア機能改善効果を有することを報告してい

る。水道水中の二価の金属イオンが石鹸と反応すると不溶性沈殿物である金属

石鹸が生成されるが、これは皮膚に残存し、皮膚炎の原因となる可能性が考え

られる。本研究では、アトピー性皮膚炎自然発症モデル NC/Tnd マウスを用い
て、金属石鹸が皮膚症状に及ぼす影響を検証した。 
【材料および方法】NC/Tndマウスに対し、背部の皮膚に軽度なテープストリッ
ピングを施した後、石鹸水、金属石鹸溶液、および対照水溶液を塗布した。上

記操作を 1週間に 2回行い、4週間経過したのち、皮膚症状を肉眼的および組織
学的に観察した。また、血清、皮膚、腋窩リンパ節を採取し、血清 IgE 濃度を
ELISA で、皮膚および腋窩リンパ節における炎症性サイトカイン発現量を
real-time PCRで測定した。 
【結果】石鹸水および対照水溶液を塗布した群に比べ、金属石鹸溶液を塗布し

た群では肉眼的に皮膚炎症状の悪化が認められ、組織学的にも表皮の肥厚およ

び炎症性細胞の浸潤が観察された。また、金属石鹸溶液塗布群では血清 IgE 濃
度、皮膚における IL-4発現量、腋窩リンパ節における IL-4および IL-5発現量
が有意に増加した。 
【考察】金属石鹸溶液の塗布によりアトピー性皮膚炎自然発症モデルマウスに

おいて皮膚炎症状が発現したこと、また血清 IgEや局所 Th2型サイトカインの
増加が認められたことより、金属石鹸が皮膚炎発症に関与する可能性が示唆さ

れた。二価の金属イオンを取り除いた高純度軟化水で石鹸を洗い流すことはバ

リア機能の改善のみならず、金属石鹸の除去という意味でも皮膚炎の回避に有

用であると考えられる。 
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